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2 1 1 1 1 1 1 1 1 . . . . . . . . . 
27 28 29 26 29 28 26 27 29 
ら
に
他
の
記
録
か
ら
、
蔵
板
者
と
書
陣
（
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
宇
田
川
家
と
須
原
屋
伊
八
）
の
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
。
そ
の
第
一
は
、
『
和
蘭
薬
鏡
』
第
六
篇
の
出
版
伺
の
諸
入
用
に
つ
い
て
の
「
虹
]
で
あ
る
。
麟
麟
謝
礼
行
事
入
用
支
度
茶
代
寄
合
雑
用
同
不
時
割
印
料
仲
間
定
例
一
七
匁
五
分
同
雑
用
メ
八
拾
七
匁
八
分
五
厘
此
金
壱
両
壱
分
三
朱
百
七
十
弐
文
右
之
通
、薬
鏡
六
篇
、
伺
済
諸
入
用
、
御
渡
被
下
槌
二
請
取
申
候
、
己
上
須
原
屋
伊
八
⑱
（
文
政
七
年
）
申
正
月
十
九
日
こ
の
「
覚
」
は
、
宇
田
川
家
が
須
原
屋
伊
八
に
蔵
板
物
の
出
版
伺
お
よ
び
書
物
問
屋
仲
間
内
で
の
売
捌
に
必
要
な
手
続
を
委
託
し
、
諸
費
用
を
支
払
っ
た
際
の
受
取
で
あ
る
。
当
時
こ
う
し
た
出
版
に
は
、
町
奉
行
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
す
な
わ
一
金
弐
分 覚
一
金
壱
分
弐
朱
一
弐
拾
七
匁
八
分
五
厘
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宇
田
川
家
蔵
板
本
と
「
留
板
」
ち
、
享
保
七
年
に
い
わ
ゆ
る
「
寅
年
の
お
布
令
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
新
板
注
三
書
物
之
儀
に
付
町
触
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
出
版
物
の
内
容
が
規
制
さ
れ
た
。
つ
ま
り
新
奇
な
異
説
、
好
色
本
、
他
人
の
家
の
事
と
か
先
祖
の
事
で
浮
説
を
書
き
た
て
る
こ
と
、
徳
川
家
の
事
を
著
述
す
る
こ
と
を
規
制
し
た
。
ま
た
こ
の
布
令
で
は
、
作
者
と
版
元
の
実
名
を
奥
密
に
認
め
る
こ
と
を
定
め
、
以
上
に
つ
い
て
仲
間
吟
味
を
行
な
う
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
注
四
を
受
け
て
書
物
問
屋
仲
間
で
は
、
行
事
を
立
て
自
主
検
閲
を
行
な
っ
た
。
注
五
文
政
四
年
四
月
に
、
「
暦
書
天
文
書
其
外
之
儀
申
渡
」
が
書
物
問
屋
行
事
、
板
木
屋
行
事
を
と
お
し
て
町
奉
行
所
よ
り
通
達
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
暦
書
天
文
書
阿
蘭
陀
翻
訳
等
之
類
、
出
板
ハ
勿
論
蔵
板
之
儀
申
聞
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
町
年
寄
奈
良
屋
市
右
衛
門
方
江
可
申
出
儀
、
同
人
よ
り
奉
行
所
江
伺
之
上
、
及
差
図
候
筈
一
＿
付
得
其
意
云
々
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
江
戸
の
三
町
年
寄
の
一
人
で
、
市
中
取
締
、
害
物
掛
等
の
役
に
あ
っ
た
奈
良
屋
（
館
）
市
右
衛
門
を
と
お
し
て
、
町
奉
行
所
に
願
い
出
る
旨
指
示
さ
れ
て
い
る
。
仲
間
内
で
の
事
前
調
査
は
、
右
の
法
に
触
れ
る
か
ど
う
か
と
同
時
に
、
重
板
・
類
板
の
問
題
が
あ
る
か
な
い
か
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。
そ
し
て
支
障
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
仲
問
内
で
商
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
控
の
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
認
可
の
割
印
が
な
さ
れ
た
。
宇
田
川
家
の
よ
う
に
書
陣
で
も
な
い
し
書
物
問
屋
仲
間
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
仲
間
の
取
極
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
素
人
方
二
而
蔵
板
出
来
有
之
候
書
物
致
売
本
度
、
仲
間
中
江
売
弘
メ
被
相
頼
改
差
出
候
ハ
、
‘
其
出
所
子
細
を
乱
シ
吟
味
致
遣
可
申
候
、
尤
改
料
は
仲
間
定
之
通
差
出
可
被
申
候
事
（
「
江
戸
包
物
問
屋
仲
間
一
―
―
組
注
六
申
合
条
目
」
究
政
十
一
年
五
月
）
素
人
蔵
板
物
は
、
是
迄
之
通
り
書
物
問
屋
之
内
江
引
請
仕
来
之
通
り
、
元
株
有
之
品
は
、
其
筋
二
而
支
配
致
し
候
者
之
名
前
彫
入
改
割
印
可
申
請
候
、
蔵
板
主
之
勝
手
を
以
、
引
請
人
名
前
書
キ
替
へ
候
之
儀
申
出
候
共
、
取
上
申
間
舗
候
、
引
請
人
相
互
二
熟
談
之
上
、
双
方
ふ
申
出
候
儀
は
書
替
遣
シ
可
申
事
（
「
江
戸
書
物
問
屋
仲
間
改
正
取
締
規
定
」
注
七
文
政
一
―
一
年
九
月
）
宇
田
川
家
の
委
託
を
う
け
、
売
弘
の
引
請
人
に
な
っ
た
須
原
屋
伊
八
は
、
公
儀
へ
の
出
版
伺
及
び
仲
間
内
の
手
続
を
行
な
い
、
そ
の
諸
牲
用
を
蔵
板
者
に
諮
求
し
た
の
で
あ
る
。
「
町
年
寄
御
役
所
謝
礼
」
は
、
奈
良
屋
市
右
衛
門
方
へ
の
支
払
っ
た
手
数
料
で
あ
り
、
「
行
事
入
用
」
「
同
不
時
」
は
仲
間
内
で
の
自
主
検
閲
、
重
板
・
類
板
に
つ
い
て
の
調
査
、
台
帳
へ
の
登
録
の
割
印
の
費
用
と
し
て
請
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
須
原
屋
伊
八
は
、
こ
う
し
た
事
務
を
受
託
す
る
こ
と
で
、
『
和
蘭
薬
鏡
』
の
販
売
権
を
得
、
書
物
問
屋
仲
間
内
で
も
そ
の
保
障
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。次
に
「
蔵
板
製
本
勘
定
」
、
「
鰭
四
屯
[
]
原
価
翠
〗
と
い
う
控
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
者
は
、
文
政
十
三
、
天
保
四
、
七
、
十
年
の
製
本
の
諸
経
役
（
紙
、
表
紙
、
糸
、
袋
、
外
題
の
股
用
及
び
摺
立
、
仕
立
の
手
間
）
を
記
し
た
も
の
で
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『
蔵
板
製
本
勘
定
』
文
政
十
三
寅
年
定
（
遠
西
医
方
名
物
考
）
名
物
考（
和
薬
薬
鏡
）
薬
鏡右
壱
部
二
付
仕
立
代
弐
匁
六
分
（
医
範
提
綱
）
提
網
仕
立
代
弐
匁
七
分
天
保
四
巳
年
定
但
文
政
十
一
＿
一
年
定
と
同
断
名
物
考
薬
鏡製
本
代
弐
匁
六
分
提
網
弐
匁
七
分
十
二
月
十
七
日
天
保
七
申
年
須
伊
ぷ
諸
色
高
直
―
―
付
直
上
算
用
申
来
ル
定
紙
壱
匁
七
分
三
厘
一
名
物
考
五
匁
六
分
一
薬
鏡
同
一
提
網
同
右
天
保
四
巳
年
之
掛
合
一
提
網
五
匁
七
分
右
文
政
十
三
寅
年
之
掛
合
定
也
一
薬
鏡右
壱
部
―
―
付
五
匁
七
分
一
名
物
考
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
ら
の
製
本
さ
れ
た
書
物
が
須
原
屋
伊
八
に
引
き
渡
さ
れ
る
「
原
価
」
を
記
し
た
も
の
で
、
前
者
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
天
保
七
、
十
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
二
つ
を
対
照
さ
せ
て
お
く
。
『
須
伊
江
遣
ス
原
価
定
』
表
紙
四
分
五
厘
摺
三
分
仕
立
四
分
五
厘
糸
袋
外
題
弐
分
五
厘
メ
三
匁
壱
分
八
厘
同
十
年
亥
八
月
又
ミ
直
上
ヶ
算
用
申
来
ル
定
紙
弐
匁
弐
分
三
厘
表
紙
三
分
八
厘
摺
―
―
―
分
五
厘
弐
毛
仕
立
三
分
八
厘
糸
袋
外
題
―
―
―
分
五
厘
（
マ
マ
）
三
匁
七
分
九
厘
弐
毛
須
原
屋
伊
八
方
で
の
摺
立
、
製
本
に
つ
い
て
の
経
般
の
報
告
を
受
け
、
そ
れ
を
も
と
に
「
原
価
」
を
宇
田
川
家
の
方
で
決
定
し
、
須
原
屋
に
売
捌
を
依
頼
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
須
原
屋
が
そ
れ
を
い
く
ら
で
店
頭
売
り
、
ま
た
は
他
の
同
業
者
に
卸
し
て
い
た
か
は
不
詳
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
注
九
が
、
「
原
価
」
は
製
本
経
費
に
宇
田
川
家
が
板
木
使
用
料
と
し
て
受
け
取
る
金
額
を
加
え
た
も
の
と
み
ら
れ
、
須
原
屋
で
は
こ
の
「
原
価
」
に
自
分
の
利
益
を
加
算
し
て
「
売
値
」
を
決
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
田
川
家
側
は
、
自
家
の
蔵
板
物
の
増
刷
に
つ
い
て
、
常
に
書
陣
を
監
瞥
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
須
原
屋
伊
八
に
と
っ
て
増
刷
す
る
場
メ
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宇
田
川
家
蔵
板
本
と
「
留
板
」
注
十
宇
田
川
興
斎
の
手
控
『
勤
書
』
に
よ
る
と
、
文
久
三
年
に
一
家
は
国
元
の
津
山
に
帰
っ
た
。
翌
々
年
腹
応
元
年
江
戸
に
出
て
く
る
が
、
長
男
の
陽
之
介
を
坪
井
信
道
の
門
に
入
れ
、
興
斎
は
津
山
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
慶
応
二
年
九
月
に
江
戸
に
出
て
き
て
、
翌
年
十
二
月
ま
で
在
住
し
て
い
た
。
腹
応
一
―
一
年
三
月
に
浅
草
茅
町
に
火
事
が
あ
り
、
須
原
屋
伊
八
の
店
も
類
焼
し
た
。
興
斎
は
そ
の
時
須
原
屋
に
預
け
て
お
い
た
板
木
等
を
全
て
自
か
ら
の
も
と
に
引
き
取
っ
た
。
『
蔵
板
録
』
に
ム
ツ
（
災
）
脱
応
一
―
一
丁
卯
年
―
―
一
月
廿
一
二
暁
、
浅
草
茅
町
有
口
、
須
原
屋
伊
八
舗
井
居
蔵
類
累
焼
、
我
家
蔵
之
板
井
製
本
亦
与
羅
災
、
依
而
一
旦
所
託
彼
家
者
を
我
許
―
―
移
す
事
左
ノ
如
し
と
あ
り
、
以
下
四
月
六
日
に
「
和
蘭
薬
鏡
（
全
）
六
篇
」
を
は
じ
め
、
『
舎
密
開
宗
』
、
『
医
範
提
網
』
、
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
、
『
植
学
啓
原
』
の
板
木
を
手
許
に
引
き
取
っ
た
。
『
蔵
板
摺
立
井
調
帳
竪
応
三
年
』
に
よ
る
と
、
四
月
十
六
日
か
ら
、
自
か
ら
摺
師
窒
雇
い
、
そ
れ
ら
の
板
木
の
摺
立
を
行
な
っ
て
い
る
。
六
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
に
二
人
の
職
人
を
使
っ
て
、
計
十
五
万
三
千
枚
を
摺
り
上
四
合
は
、
「
留
板
」
さ
れ
て
い
る
板
木
を
借
り
出
す
こ
と
、
製
本
諸
経
般
を
報
告
し
て
「
原
価
」
の
取
極
を
す
る
事
を
経
て
、
は
じ
め
て
商
品
と
し
て
取
り
扱
え
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
須
原
屋
の
火
事
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
板
木
を
、
新
た
に
彫
刻
し
た
。
そ
う
し
て
摺
り
上
げ
た
も
の
を
、
今
度
は
須
原
屋
伊
八
で
は
な
く
、
他
の
書
陣
へ
渡
す
の
で
あ
る
。
『
蔵
板
録
』
に
よ
る
と
五
月
三
日
「
薬
鏡
摺
本
、
初
篇
二
篇
三
篇
四
篇
、
合
四
包
」
を
山
城
屋
佐
兵
衛
へ
渡
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
暮
ま
で
、専
ら
山
城
屋
を
相
手
に
商
売
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
艇
応
三
年
の
暮
か
ら
習
年
五
月
迄
、
興
斎
は
江
戸
を
留
守
に
し
た
が
、
五
月
末
に
戻
る
と
、
改
め
て
江
戸
を
引
き
払
う
決
意
を
固
め
た
。
手
が
け
始
め
た
出
版
の
事
業
も
、
津
山
に
移
し
て
続
け
る
の
で
あ
る
。
い
っ
さ
い
の
蔵
板
物
の
板
木
、
摺
本
が
津
山
に
渚
い
た
の
は
、
明
治
二
年
正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
津
山
に
戻
っ
て
か
ら
の
出
版
閑
係
の
記
録
は
『
製
本
行
麦
会
計
録
自
明
治
二
年
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
諸
道
具
・
備
品
を
買
い
揃
え
る
記
録
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
職
人
を
雇
い
摺
立
•
製
本
を
行
な
っ
た
。
製
本
を
お
え
た
も
の
は
、
大
坂
の
書
陣
河
内
屋
茂
兵
衛
へ
五
月
八
日
に
送
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
じ
く
大
坂
の
河
内
屋
和
助
、
姫
路
の
灰
屋
庄
八
を
相
手
と
し
て
出
版
業
を
自
か
ら
営
む
の
で
あ
る
。
折
か
ら
明
治
新
政
府
は
、
「
出
版
条
例
」
（
行
政
官
通
達
第
四
四
四
号
）
を
布
告
し
た
。
そ
こ
に
「
図
書
ヲ
出
版
ス
ル
者
ハ
官
ョ
リ
之
ヲ
保
護
ッ
テ
専
売
ノ
利
ヲ
収
シ
ム
」
と
出
版
権
の
保
護
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
津
山
の
宇
田
川
興
斎
の
も
と
へ
も
参
政
役
所
を
通
じ
て
「
従
来
蔵
板
之
図
書
題
号
及
著
述
者
姓
名
官
許
年
号
等
行
政
官
へ
可
届
出
旨
相
達
置
候
処
、未
夕
届
出
さ
る
向
は
東
京
ハ
来
ル
六
月
中
、遠
国
は
十
月
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迄
之
内
、
両
学
校
へ
可
差
出
事
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
興
斎
は
早
速
『
預
証
』
に
あ
る
全
著
作
と
、
慶
応
一
―
一
年
開
板
の
長
男
陽
之
介
の
訳
述
し
た
『
地
学
注
十
一
初
歩
和
解
』
を
蔵
板
図
書
と
し
て
八
月
八
日
に
参
政
局
に
届
け
出
た
。
自
家
の
蔵
板
物
へ
の
権
利
意
識
は
、
そ
の
後
も
薄
ら
ぐ
こ
と
な
く
持
続
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
陽
之
介
訳
述
の
『
地
学
初
歩
和
解
』
が
京
都
で
重
板
さ
れ
た
注
十
二
こ
と
を
知
る
や
、
こ
れ
を
明
治
二
年
三
月
に
官
に
訴
え
出
た
。
京
都
よ
り
四
月
二
十
八
日
付
、
御
用
書
林
村
上
勘
兵
衛
の
名
で
、
京
都
書
林
仲
間
の
丁
字
屋
、
菱
屋
、
本
屋
の
三
名
が
こ
の
重
板
を
行
な
っ
た
こ
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
如
何
な
る
処
置
が
適
当
か
問
い
合
わ
せ
て
き
た
。
興
斎
は
こ
れ
に
「
重
板
之
事
不
埓
之
俄
二
御
座
候
間
御
厳
敷
御
叱
下
、
右
板
木
全
部
御
取
揚
は
勿
論
、
摺
立
候
製
本
悉
ク
取
集
メ
差
出
候
様
」
と
申
出
た
。
叉
別
紙
を
差
し
添
え
て
、
板
木
の
取
上
が
遅
く
な
る
と
、
姦
商
共
は
摺
立
を
行
な
い
、
騒
に
売
買
す
る
や
も
し
れ
な
い
、
と
つ
け
足
し
た
。
そ
の
後
何
の
連
絡
も
京
都
よ
り
な
か
っ
た
ら
し
く
、
十
月
に
興
斎
は
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
回
答
は
翌
年
三
月
に
あ
っ
た
。
判
決
の
写
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
丁
字
屋
栄
助
菱
屋
重
助
本
屋
文
助
其
方
共
儀
、
津
山
藩
宇
田
川
陽
之
介
著
述
之
万
国
地
学
和
解
、
不
経
官
許
猥
リ
ニ
出
板
製
本
売
出
候
段
、
益
々
御
布
令
之
趣
＿
＿
相
背
不
埓
_
＿
付
、
右
板
木
井
—
ー
製
本
是
迄
之
売
代
金
共
取
揚
申
付
候
事
、
右
一
―
―
お
わ
り
に
通
申
付
―
ー
は
比
段
御
達
申
候
事
二
月
京
都
府
「
官
許
ヲ
経
ズ
」
と
い
う
の
が
明
治
二
年
の
「
出
版
条
例
」
に
拠
る
も
の
か
ど
う
か
。
「
是
迄
之
売
上
金
」
を
没
収
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
条
例
に
あ
る
損
害
賠
償
と
し
て
版
権
者
に
支
払
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
注
十
三
し
れ
な
い
。
天
保
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
、
蘭
学
の
家
宇
田
川
家
が
自
家
の
蔵
板
物
を
ど
う
取
り
扱
っ
た
か
を
み
て
き
た
。
一
貫
し
て
、
そ
れ
ら
蔵
板
物
の
も
た
ら
す
利
益
を
守
る
と
い
う
姿
勢
に
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
自
分
の
家
の
歴
代
の
著
作
が
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
利
益
を
確
約
す
る
手
段
と
し
て
板
木
を
所
有
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
公
権
力
が
直
接
そ
の
保
護
を
行
な
わ
な
い
状
況
下
で
も
、
「
留
板
」
と
い
う
型
で
書
畔
と
契
約
関
係
を
保
ち
、
そ
の
書
陣
を
通
じ
て
書
物
問
屋
仲
間
の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
権
利
の
侵
害
を
防
い
だ
。
宇
田
川
家
の
記
録
の
中
に
、
板
木
彫
刻
に
関
し
て
の
記
事
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
板
木
製
作
の
出
資
者
が
、
宇
田
川
家
以
外
の
何
者
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
板
木
に
対
す
る
宇
田
川
家
の
強
い
権
利
を
見
て
き
た
い
ま
、
そ
れ
は
蔵
板
者
と
し
て
の
宇
田
川
家
で
あ
る
、
と
言
い
切
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
諸
届
の
手
続
牧
用
を
も
含
め
、
一
切
の
出
板
費
を
自
ら
負
担
し
た
の
で
あ
る
。
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宇
田
川
家
蔵
板
本
と
「
留
板
」
著
作
者
で
あ
り
、
編
集
者
で
あ
り
、
か
つ
出
版
股
用
を
負
担
す
る
出
版
者
を
も
兼
ね
た
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
か
ら
の
著
作
を
開
板
し
て
、
板
木
の
所
有
権
を
他
に
譲
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
著
作
の
も
た
ら
す
利
益
を
自
ら
が
得
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
権
利
を
守
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
注
一
こ
の
五
点
の
狡
料
は
、
い
ず
れ
も
館
祓
「
洋
学
文
庫
」
に
収
ま
る。
注
二
『
蔵
板
物
留
板
拍
帳
』
に
貼
込
。
注
三
『
徳
川
禁
令
考
』
巻
四
十
六
。
付
則
と
し
て
「
右
之
趣
を
以
、
自
今
新
作
之
書
物
出
候
共
、
遂
吟
味
、
可
致
買
売
候
、
若
右
定
二
背
キ
候
者
有
之
べ
奉
行
所
江
可
訴
出
候
、
経
数
年
相
知
候
共
、
其
板
元
之
問
屋
共
江
急
度
可
申
付
候
、
仲
間
致
吟
味
‘
違
犯
無
之
様
、
可
相
心
得
候
」
と
あ
る
。
こ
の
町
触
は
以
後
幕
末
ま
で
、
幕
府
が
出
版
活
動
を
統
御
し
て
い
た
根
本
の
準
縄
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
注
四
江
戸
の
害
物
問
屋
仲
間
の
一
組
で
あ
る
仲
通
組
の
定
（
享
保
十
二
年
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
壬
寅
年
之
御
触
之
趣
堅
ク
相
守
可
申
候
事
一
新
板
物
改
候
節
、
作
者
井
年
号
板
元
無
之
舌
物
者
、
為
彫
入
印
可
出
事
一
前
以
仲
間
申
合
の
こ
と
く
、
誼
板
類
板
堅
致
ま
し
く
候
‘
似
寄
候
新
板
物
ハ
元
板
と
相
対
致
さ
せ
割
印
造
可
申
事
、
或
者
外
題
ヲ
替
候
四
ハ
先
規
之
外
題
も
書
留
匠
可
申
候
事
（
『
立
鱈
江
戸
出
版
由
目
』
）
注
五
『
徳
川
禁
令
考
』
巻
四
十
六
。
注
六
•
七
『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
』
注
八
『
蔵
板
物
留
板
拍
帳
』
と
同
綴
°
注
九
宇
田
川
榛
斎
の
佐
々
木
中
沢
宛
の
術
簡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
此
度
遠
西
名
物
考
初
篇
三
冊
出
来
致
候
間
、
旧
例
に
ま
か
せ
三
十
部
井
御
館
へ
納
候
、
（
中
略
）
右
料
も
旧
例
之
通
り
南
一
に
御
座
候
（
「
碍
ぷ
i
蘭
学
者
害
翰
」
早
稲
田
大
学
図
内
館
紀
要
第
一
―一号）
右
の
書
翰
は
年
次
不
明
と
あ
る
。
し
か
し
『
名
物
考
』
の
初
篇
は
文
政
五
年
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
南
一
と
は
南
錬
（
二
朱
銀
）
の
こ
と
で
銀
七
匁
五
分
に
あ
た
る
。
売
値
は
大
体
そ
の
辺
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
注
十
館
蔵
洋
学
文
庫
に
収
ま
る
。
注
十
一
・
十
二
い
ず
れ
も
宇
田
川
興
斎
『
勤
術
』
に
よ
る
。
注
十
一
―
-
「
出
版
条
例
」
の
第
九
項
に
次
の
如
く
あ
る
。
（
重
版
者
の
）
罰
金
ノ
多
少
ハ
著
述
者
出
版
人
ノ
損
害
ノ
多
少
ニ
準
ス
、
但
ジ
罰
金
ハ
即
チ
著
述
出
版
ノ
本
人
へ
附
与
ス
ル
償
金
ト
ス。
ー
一
輩
一
〇
．予
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